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村松建設株式会社平成30年度受賞

健康で長く働いてもらうために

従業員の平均年齢が55歳を超え、10年後・20年後の不安があった中、従
業員が倒れたことをきっかけに社内の健康づくりを開始した。
最初は従業員になかなか共感してもらえなかったが、健康で長く働いて
もらい、技術を残してもらいたいという社長の思いから少しずつ理解を
得て進めてきた。

肺年齢をチェックし、個別に禁煙相談を受付

桜井建設株式会社

血圧を自ら測る従業員健康情報記載チラシ

平成30年度受賞

全従業員に定期的な普及啓発を実施

給与明細の封筒に健康に関するチラシを同封することにより、毎月従業
員全員に健診や再検査の重要性、病気、運動、食、感染症予防など、健康づ
くりに関する様々な情報提供を行っている。
普及啓発だけではなく、社内に体重計、血圧計を設置し、従業員自身が健
康管理を実施できるよう配慮した。また、40歳以上5歳毎の年齢の節目
の従業員には、会社が費用を負担し、人間ドックを受診してもらったり、
社内でインフルエンザの予防接種を実施するなど、制度面からも健康づ
くりを推進している。

ラジオ体操

課題から運動・食生活の取り組みへ

メンタルヘルス講習会

運動・食事ともに見える化を行い健康づくりを推進

体を動かすことが少ないデスクワークの従業員
の運動不足を考え、ラジオ体操を全員で実施。ま
た健康器具を設置したり、階段カロリーステッ
カーで消費カロリーを見える化し、社内での運
動量アップを実践している。
また、食生活の面では、従業員全員に食事に関
するアンケートや食事バランスチェックシート
を利用し、それぞれ自分の食生活を確認する取
組みも行っている。
その他、メンタルヘルス対策として、労働安全委
員会で「心の健康づくり計画」を策定し、メンタル
ヘルス講習、ストレスチェック等を実施している。

階段カロリーステッカーを貼り付け、
運動量を見える化

●富山市湊入船町13-14
●業種：総合建設業
●従業員数：16名（平成31年2月時点）

●黒部市新町1番地
●業種：総合建設業
●従業員数：75名（平成31年2月時点）

健康意識を高める掲示物

企業全体の健康診断結果から、従業員には血圧が高い人や中性脂肪の高
い人が多いことがわかり、企業の課題として「運動」と「食」への取組みが
必要だと考えた。「運動」への取組みとし
て、階段カロリーステッカーを使い日常
的な階段利用を促進したり、ラジオ体操
を実施し、生活の中で活動量が増えるよ
う工夫した。また、「食」への取組みとし
て、各種飲み物の糖分やカロリーの目安
を掲示して、意識付けを図ったり、旬の野
菜を使ったヘルシーな食事のレシピを毎
月従業員へ提供している。階段カロリーステッカー



砺波工業株式会社平成30年度受賞

メンタルヘルス講習会

メンタルヘルス対策を中心とした健康づくり

ネッツトヨタ富山株式会社平成30年度受賞

健康づくりにつながる環境づくり

食生活に関する取り組みでは、自動販売機の見直しを行い、飲料のカロ
リー表示や特保の飲み物を多くしたことで、健康に留意した飲み物を選ん
で購入することが浸透してきている。また、食品自動販売機の販売商品の
見直しも行い、低カロリーなものへ変更した。
健康診断受診率向上のため、健診機関を１本化し従来より利便性を向上、
また未受診者には再度案内を行い、健診受診率100％を達成した。
従業員自身が働く環境を改善するために、従業員同士で意見交換を行う
ミーティングを週１回行い、どんな店舗にしたいか話し合い、従業員の意
見を反映させている。

●砺波市中央町3番21号
●業種：総合建設業
●従業員数：87名（平成31年2月時点）

メンター養成講習会

健康づくりで特に力をいれている取組みは、メンタルヘルスに関する取組みで
ある。メンタルヘルスについての講習会を実施する他、外部の産業カウンセラー
と契約し、社員全員対象に年１回個人面談を実施している。
また、従業員自身がどう成長すればいいのか・将来どうありたいか悩んでいる現
状があったことから、会社でキャリアアップセミ
ナーを開催し、キャリア形成に向けた支援を行い、
働くモチベーションアップを図っている。併せて、
メンター制度を導入し、先輩がメンター（指導者）と
なり、入社１年目の従業員に仕事面や精神面でサ
ポートする体制も整備した。この他にも従業員同
士の食事会等への助成を導入し、従業員同士のコ
ミュニケーションが盛んになるような環境づくりを
行っている。

基本である健診を充実

健康診断や特定健診は従来より実施しているが、会社負担で40歳以上は人間ドックを実施
し、50歳以上はさらに肺ドック・脳ドックも実施している。また、有所見者の２次健診受診率が
低いことから、２次健診受診状況を平成30年度よりチェックを行い、受診を促している。さら
に、健康診断結果をもとに個別に産業医の面接指導を行い、食生活などのアドバイスを受け、
日頃の生活習慣改善に役立てている。

保健指導の様子

●富山市新庄本町3-3-33
●業種：自動車小売業
●従業員数：272名（平成31年2月時点）

気軽に楽しみながら取り組む

全社員が参加するイベントの場で健康経営に取
り組むことを発表し、取り組みを開始した。運動
面では、気軽に楽しんで健康づくりに取り組め
るよう、歩数によってポイントがたまるアプリと
それに連動した自動販売機を設置し、歩数増加
に向けた工夫を行っている。また、月１回の店舗
周辺で行う清掃ボランティア活動では、範囲を
以前より広くして30分程度行い、運動と地域貢
献を兼ねた取り組みとなっている。

アプリと連動した自動販売機

清掃ボランティア活動

食品自動販売機の内容を
低カロリー商品に変更

従業員同士の意見交換



中越パルプ工業株式会社平成30年度受賞

●高岡市米島282
●業種：製造業
●従業員数：799名（平成31年2月時点）

食事内容を各自が選べるよう配慮

従業員・家族の健康を第一に考え、「自分の健康は自分で守る」をテーマ
に、2008年に健康宣言を実施。健診受診率は100％であったが、当時は
有所見者の2次健診受診率が低かったため、会社と健康保険組合が連携
し、上司を通じて２次健診を受けるように指導した。その結果、２次健診
受診率が100％となり、現在は受診率の維持に努めている。
また、「中パフェスタ」という健康イベントを毎年実施。各事業所で、運動
や栄養等に関する講演や実技（体力測定やノルディックウォーク等）を企
画し、従業員の家族にも参加してもらうことで従業員の健康に気を配っ
ている。その他にも、運動の取組みとして、歩く健康づくり『あるろく』を展
開。毎日歩数を登録した人の中から抽選で景品を進呈し、楽しみながら
運動習慣が定着するよう取り組んでいる。

2008年から続く従業員と家族の健康づくり

メニューの栄養成分表示を実施
（エネルギー・脂質・塩分・たんぱく質を記載）

ご飯がワンタッチで出てくる機械

会社の食堂をカフェテリア方式にリニューアルし、現場の従業員と事務の
従業員がそれぞれ必要とするエネルギーに応じた食事を選択できるよう
に工夫している。その１つとして、ご飯がワンタッチで出てくる機械を使
用し、量を各自で選べるようになっている。また、食堂メニューに栄養成分
表示を行い、エネルギー・脂質・塩分・たんぱく質を各自確認できるように
工夫している。

コマツNTC株式会社平成30年度受賞

禁煙への取り組み

従業員同士のディスカッション

働きやすい環境づくりから健康へ

以前より施設内禁煙に取り組んでいるが、併せて週２日の完全禁煙日を
制定し、従業員だけでなく来客者にも禁煙の協力を得て、たばこ対策を推
進している。
また、喫煙者の禁煙を支援する取組みとして、禁煙チャレンジを実施。こ
れは、禁煙したい喫煙者に禁煙宣言をしてもらい、サポーターを１人認定
し一緒に禁煙を目指し取り組むもの。禁煙成功者には、健康保険組合より
禁煙外来の自己負担分の補助等を行っている。
この他にも、毎年実施される健康診断の結果、HbA1c値の数値が高い者
は、産業医の指示のもと、管理栄養士による個別の栄養指導を年1～2回
実施している。この栄養指導も実施率100%であり、ハイリスク者への対
応もきめ細やかに行っている。

個々人の健康を企業がバックアップ

職場の環境などについて従業員同士でディスカッションを行う場を設け、
自らが課題を見つけ改善策を考え、働きやすい環境づくりを行っている。
職場でのストレスを低減させ、コミュニケーションの向上を図ることがメ
ンタルヘルス対策の強化につながるという考えのもと、このような取組
みを始めた。従業員同士が一緒に取り組んだことで、職場の雰囲気が良く
なり、大きなメリットになっている。

従業員とその家族が参加するキンボール大会

●南砺市福野100
●業種：一般機械器具製造業
●従業員数：1,399名（平成31年2月時点）



ユーシン建設株式会社

ゴミ拾いのウォーキング。月２回、会社周辺を２kmほど歩く

平成29年度受賞

「健康づくりに取り組ん
で意識が変わりました」
と話す野理穂枝さん
（健康づくり担当）

タオルを使った簡単なストレッチ

会社から歩数計を支給され、歩く
ことを意識するようになりました。
おかげで少し体重も落ちましね。
目に見える形に現れると意欲もわ
いてくるものです。会社のため、家
族のためには健康がなにより。こ
れからは、食生活も改善できれば
と思っています。

●砺波市三郎丸56
●業種：建設業
●従業員数：12名（平成30年3月30日時点）

同社が社員の健康づくりを意識するきっかけは、地域貢献を兼ねたボラ
ンティア清掃。月２回、会社周辺の約２kmを歩きながらゴミ拾いを始め
た。これが社員に好評となり、様々な健康づくりを進めた。これまで年２～
3回、砺波市内の体育センターで体力測定を行い、月１回、工程会議後の
ストレッチ体操も恒例となっている。「健康経営を取り入れて、社員の意
識は変わりました。社内の雰囲気も良くなった」と、健康づくりの担当者の
一人、総務部長の野理穂枝さんは話す。

ゴミ拾いのウォーキングがきっかけに

「健康講話」も毎年行う。外部講師の話
と社内調査や個人指導がある。「飲料
水」がテーマの年は、調査の分析から、
自販機の飲料を低脂肪、低糖、水、お茶
に変更した。今回は「油断大敵」。講師か
ら、スナック菓子など見えない油分を含
む食べ物に気をつける、植物性の油分
を摂るなどの説明があった。個人指導
では、食生活の注意点、改善方法をアド
バイス。野理さんは「健康づくりは続け
ること。食生活は会社だけではないの
で、家族の方にも情報を届けていきた
いですね」と話した。写真上：「健康講話」に引き続き行われた

　　　　食生活についての個人指導
写真下：健康講話と社内調査から飲料を
　　　　見直した自動販売機

健康を意識すると
会社の雰囲気も
変わるようです。

セミナーなどには部門長が参加を声がけ

「健康講話」で健康づくりを改善

チューモク株式会社

ふくみつ街中リレーマラソンなどにも積極的に参加

平成29年度受賞

「少しでも健康づくりのお役に
立てれば」と話す三嶋由美さん
（「健康だより」編集）

階段にはカロリーステッカーが貼ってある

セミナーなどは自分自身の健康を
見直すいい機会。私も禁煙セミ
ナーを受けて禁煙を決意しまし
た。健康診断でメタボとわかって
からは運動ジョギングを始め、階
段を歩くことも意識し、おかげで
体重も少し落ちました。朝礼で喫
煙の話題が出たり、社員の気持ち
も変化しています。

●南砺市田中793
●業種：木材・木製品製造業
●従業員数：125名 （平成30年3月時点）

同社は行動指針に「自分の身体のコンディションはこれでよいか、常に全
力で働ける態勢を整え、健康に留意しよう」と記すように、長きにわたり
社員の健康を強く意識してきた。健康づくりスローガンを3年前に設け、
「1に運動、2に食事、3に禁煙」を合い言葉に推進。毎朝のラジオ体操は
20年以上前から続け、ふくみつ街中リレーマラソンなどへ積極的に参
加。社内の階段にカロリーステッカーを貼り、運動への意識づけを図るな
ど、全社的な健康づくり体制を整えている。

「１に運動、２に食事、３に禁煙」をスローガンに

この日は、薬剤師による禁煙セミナー
が行われ、喫煙のリスクから禁煙のや
り方などの説明を受けていた。少しでも
禁煙をする人を増やしていきたいとの
考えからだ。月1回発行の「健康だより」
も貴重な情報。編集を担当する総務部
の三嶋由美さんは「健康診断の結果報
告や、食事や運動のやりかた、季節に応
じて気をつけたいことなどを記事にし
ています」と話す。全社員を対象にした
健康セミナーも年数回行うなど、幅広く
きめ細かな健康づくりを進めている。

写真上：薬剤師による「禁煙セミナー」
写真下：月１回発行され、健康づくりに貴重
　　　　な情報を提供している「健康だより」

きめ細かい取り組みが、
健康づくりの意識に
結びつくようです。



社員、家族、定年後もケア

健康な笑顔を育む会社に

北日本印刷株式会社

いっちゃんリレーマラソンに参加。ウォーキングイベントなどにも積極的に参加している

平成29年度受賞

階段にカロリーステッカーが貼ら
れたおかげで、歩こうという意識
が自然とわいてきました。健康づ
くりに会社がいろんな取り組みを
して、とてもありがたいと感じて
います。ジムへ通ってトレーニング
し、リレーマラソンにも参加しまし
た。とっても気持ちよかったです。

●富山市草島134-10
●業種：印刷業
●従業員数：47名（平成30年3月時点）

同社では社員の高齢化傾向から、数年前より健康対策を強化してきた。
その業務を担う総務経理課長の加藤謙一さんは「日々、1.1倍の努力で一
つひとつ、見える化を図っています」。 自由に使える血圧計を置いたり、
自販機の飲料にカロリー表示をするなどだ。協会けんぽ富山支部「健康
企業宣言」STEP1認定や、経済産業省と日本健康会議による「健康経営
優良法人」に、中小規模法人部門で認定を受けたことから、自社のカレン
ダーや社員の名刺にそれを刷込み、意識の徹底も図った。

一つひとつ、できることを見える化

同社では毎年4月に生活習慣病予防健
診（35歳以上）と定期健診を実施。また
有機溶剤を取り扱う社員には特殊健診
を年2回行い、全員受診を達成した。一
方、ウォークイベントの参加を促そうと
会社が費用を負担。いっちゃんリレー
マラソンや富山マラソンに挑戦する社
員もおり、ジムへ通いトレーニングに励
む人も。加藤さんは「健康を心がけよう
と、できるかぎり声をかけるようにして
います。健康は笑顔を育みます。そんな
笑顔があふれる会社にしたいですね」
と話した。「健康づくりについて、つねに声かけする

ことを心がけています」と話す
総務経理課長の加藤謙一さん

地道に取り組むことが、
健康づくりには
重要なんですね。

富山トヨペット株式会社

健康企業宣言のポスター。社内での意識浸透を図った

平成29年度受賞

「社員の健康の確保はすべてに
優先する」と話す

総務部長の野原秀元さん

自由に使える血圧計を設置 各種の認定を名刺に刷込み、
意識の徹底を図っている

飲料のカロリーを表示する自販機

学生時代からバドミントンをして
いて、会社のクラブでも続けてい
ます。体を動かすことは何よりの
リフレッシュ！翌日の仕事にも意
欲がわきます。いろんなクラブで
たくさんの人が活動しているせい
か、会社に活気を感じますね。メン
タルチェックは自分の心の状況が
わかり助かっています。

●富山市五福末広町１２３８
●業種：自動車小売業
● ）点時月3年03成平（名322：数員業従

同社では、社員の「安全・健康」は企業活動で最も大切な一つと位置づけ、
平成29年に健康企業宣言を行った。クラブ活動も盛ん。野球、フットサ
ル、テニス、バドミントン、マラソン、ゴルフがあり、活動費用を会社が補
助。社員の約半数が参加している。県内のマラソン大会の参加者も多い。
健康づくりを担当する総務部長の野原秀元さんは「社員の健康は何より
も優先しなければなりません。これからも健康づくりにより積極的に取り
組んでいく会社の意思表示として、健康宣言を行いました」

健康企業宣言で、意識を浸透

新入社員には職場でのコミュニケー
ション術について研修を行い、新社会
人となる社員の心をケア。ストレス
チェックやハラスメントの相談窓口も
設けるなど、メンタルヘルスをサポート
する体制は強い。55歳以上の社員を中
心にした社会保険＆ライフプランセミ
ナーも特筆すべき一つ。定年退職後も
健康でいきいきとした人生の過ごし方
についての研修だ。完全分煙の徹底、血
圧計やAED、救護室の設置（8店舗）な
ど、社員の健康を守るため、きめ細かい
取り組みを進めている。写真上：社員用の喫煙室

写真下：救護室も10店舗中8店舗に設置

会社が健康づくりを
宣言することで、

社員の意識も高くなる
のかもしれません。

富山マラソンでは大会のサポートも
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